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一一詩人の沈黙と劇空間のなかに発生した預言者の「責任J
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イェイツ的ヴィジョンの核心には、一貫してアイルランドのデイアスポラと集合の夢(復権)の問
題が潜んでいる。本論では、この問題を解く最大の鍵を、イェイツ的幻視の源泉である、 WhereThere 
is Nothing (1902)、TheUnicornfrom the Stars (1907) に表れた f一角獣Jに求め、テキスト分析を通
し、ヴィジョンとアイルランド開題の関係性について考察を試みた。
序
Where There is NothingとTheUnicorn from the Starsの主人公たちは夢の中で黙示的ヴィジョンを幻視
し、それを畏に告げる預雷者の「責任Jに目覚めるのだが、イェイツの詩作で「夢の中で責任が始まる」
と語られるのは、1914年の詩集Responsibilitiesのエピグラフのなかであり、また詩のなかで黙示的ヴイジョ
ンが初めて表れるのは、この詩集中の“TheCold Heaven"だと判断される。ここで初めて詩人の想像力は
“took al the blame of" r全責任を引き受けるj行為をとおし、死という未来に向かつて投金された「謎の
光jを幻損することになるからである。“responsibility"という雷葉自体にいたっては、 CathhleenNi Houlト
han上演を巡る「責任」を暗示させる1932年の詩“Vacillation"の描写を待たなければならない。つまり、
黙示的ヴィジョンとそれを伝える は詩作にはるかに先立って戯曲において表れたことにな
る。だが、不思議なことに、このヴィジョンは、遅れをとった詩作においてはしだいに強烈なイメージへ
と高まっていくのに反比例して劇作においては弱まっていき、果ては1922年の ThePlayer Queenの最終版
を待って、茶番劇の笑いの中へと解体・解消してしまうことになる。ヴィジョンを巡る詩作と劇作にみら
れるこの著しい対照、この不可解な現象をどのようにみればよいのか。
本論では、この問題を解く最大の鍵を、 Unicornに表れた一角獣に求めるが、この一角獣が象鍛するも
のは、ディアスポラ期のユダヤの韻言者の幻を敷軒することで意味づけられる、民族離散と集合の夢、す
なわちアイルランド復権の問題である。
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イェイツ全作品の中で一角獣が初めて表れるのは、 1902年出瓶の WhereThere is Nothingであるが、 1898
年出版の散文 TheSecret Rose中の“TheAdoration of the Magi"ですでに一角獣の暗示が見え、これが1914
年の改訂版でははっきりと「一角獣jと表現されている。 l
その概要は、東方の三博士よろしく新しい時代の到来の印を見ょうと、アイルランドの極西の烏々から
やって来たいわばく萌方の三博士〉が、パ1)の売春宿を訪れ、そこで fある女Jから生まれた子供、一角
獣の誕生を日撃するというものである。この一角獣がアイルランドの持代の到来を象鍛していることは、
同じ散文集中の "TheTables of the Law"と重ねてみれば明らかである。
この物語はヨアキムが説く三つの時代度分、「父の持代JI子の時代JI聖霊の時代Jに従い、現代は子
であるキリスト教の時代が終わり、 「聖霊の時代Jが「笑う時の翼Jと共に到来することを告げる“aterri叫
ble responsibility"に目覚めるという旨の内容である。この新しい時代の到来が伺を意味するかはここでは
示されていないものの、これがく西方の持代の到来〉を指すことは、この散文と対をなす“RosaAlchemica" 
の結末が、アイルランド文化最盛期、A.D.8世紀の内装様式を暗示する幻の極商の修道会をロパーツとア
ハーンが訪問する内容となっていることから理解される。
このヨアキムの三つの時代毘分が、のちのAVisionにおいては、ヴィーコの「神々の時代JI英雄の時
代JI人間の時代jによる円環的歴史認識へと繋がることから、アイルランド復権のテーマはAVisionに
まで及ぶと判断される。実際、 AVision中の不可思議な挿話の物語で語られる「二十八枚の寓意絵jと一
枚の絵、つまり「ジラルダスの甫橡岡JI車輪JI一角獣J~こはこのことの暗示がある。「二十八枚の絵J
は「月の二十八相jを、三枚の絵はそのこ十八相を三位一体として捉えた各々の位相を象徴し、すなわち
「ジラルダスの肖像画Jはイェイツ自身の肖像甑=自弓の魂の歴史、「車輪jは西洋の歴史、「一角獣Jは
偲と全体、主・客を繋ぐ要、アイルランド民族の歴史の位柏を象徴していると解せるからである。同様に、
Unicomの一角獣もアイルランド護権を象徴していると推察されるのである。
Where There is Nothing，及び Unicornに表れた一角獣は、「鉄の歯と真鍛の爪を持ち、大地を踏みならす
野獣Jとして表現されているが、このイメ…ジの淵掠は「夕、ニエル書J9章に表れた「四つの顔の獣jに
関する以下の記述に求められだろう。
はなはだしく恐ろしく、鉄の治と青銅の爪を持っていて、何かを砕きながら喰い、残りを足でふみつ
けていたあの第四の獣について確認したいと思った。……第四の獣一他のどの王国とも違って第四の
王国が地上に輿り、全治を喰らいつくし、これを足蹴にして、粉砕する。
「ダニエ 9 : 19~23 
「黙示録jの f四つの生き物j及び 166Jの印をもっ「獣jはこの額所を敷桁したものであるから、ニ
つの獣が額似するのは当然である。だが、その際、看過できない問題は、二つのヴィジョンにおける根本
的差異についてである。すなわち、 Apocaか'pesの中で D.H.ロレンスも鋭く指摘しているように、「黙示録J
の核心には迫害者ローマへの復讐心が潜む一方、ダニエルの幻視は自己内発的ものだという点である。Uni-
cornの一角獣のイメージがダニエルにとどまらず、エゼキエルの幻を敷桁しているのも額けるところで
ある。エゼキエルの幻は、ダニエlレに勝って徹底して復讐心が否定され、そこに表れた獣は、自省を促す
神よりの使者であり、獣が踏み砕き焼き滅ぼすものは、「葡萄の*Jに総えられるユダヤ、その内なる径
であり、しかもその描写は fダニエル書jの獣より鮮明に表現されているからである。
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fエゼキエル書Jに措写された「四つの生き物jと呼ばれる獣は、「人間、獅子、雄牛、鷲という四つの
顔と翼をもち」、その各々に「炎に燃える車輸があり、その率輸の中に主主総がありJ、「翼は一方が関かれ
ると他方が陪じられ」、頭上には「サファイアの王監jがあり、「生き物の霊jは f燃えさかる松明Jのよ
うで、 「生き物は閃光にも似て、 (二つの間)を走りまた廃る」と描写されている02この獣は第9章で「ケ
ルブjと呼ばれているが、ケルブとは注目世記」に初出するエデンの闘を f廻る炎の剣」によって守る関
の番人のことである。 n毘る炎jにおける f廼る」とはへフツレ語の原義は「ベケットロ揺れ動く」であり、
それは稲妻の閃光が割方に拡散し地上に降り注ぐ様をイメージしたもので、「エゼ、キエjレ書jのfケルブj
はこれを敷倍したものである。 3
エゼキエルが f獣Jをケルブとみなしたのは、ケルブが元来、神の提に逆らった人間の罪に対する神の
怒りの炎を象徴し、人需にとってそれは罪の象鍛となるからである。つまり、エゼキエルは、神に逆らっ
たユダヤに対する神の怒りの印を、支配闇パピロンに視、デイアスポラの悲劇の原閣を内なる各に求めた
わけである。
Unicomに表れた「…角獣j及び「率輪」の淵源は、この「エゼキエル書」にあると考えられる。この
点については、当時イェイツが所属していた秘密結社、 「黄金の干支暁けJの典義の一つが「ケルブJであっ
たことからも察することができる。 4
イスラエル・リコヴルデイの著書 TheGolden Dawnによれば、「黄金の夜明けjにおいて、「ケルブ」は「ユ
ダヤのスフインクスJに相当し、四元素、人間(空気)、獅子(火)、雄牛(地)、駕(水)を統合する生
命エネル芋ーの顕現、公言が許されない奥義、 f盟四文字jと呼ばれ、「エゼ、キエル書Jを淵源とする「在
大な車輪」、表裏反転する二重勝、旋運動として捉えられているという 05そうだとすれば、イェイツは Uni-
comにおいて「車輪Jを舞台に提示した際、すでにそこにのちのAVisionにおける彼一流の歴史認識、「大
車輪」を念頭に置いていたという見方もできる。この見方は、イェイツが28歳のときに共著で出版したfフ守
レイク全集jを参照すれば、さらに理解のいくところとなる。そこにはブレイクの「ケjレブ」が「エゼキ
エル書Jに記されたもので、歴史を度分する f二十七のキリスト教会Jとしての円反面Jを象徴し、その
機能は f実相」を幻視するための「道具Jである旨が記されているからである06この「ニ十七の教会」
を総括する「ケルブjが、ハロルド・ブルームも指掃するように、 AVisionの「月のニ十八相ム f大車輪j
へと移行するものであるとみれば、この時すでに彼は「仮面J及びAVisionの体系をおよそ承知していた
といえる。
このことを暗示するように、ここで彼はケルフゃの出典をfエゼキエル書J28:14にあると明記している。
128 : 14Jという数字は、十五夜の月を境に、満ちていく月と欠けていく丹が交互に表裏反転し循環する
「丹のこ十八相jを大いに想起させ、この数字自体が一つのカパラ的暗示と解せる。というのも、確かに
28章14節には副次的にケルブの雷及があるものの、「エゼキエル書J中、ケルブが最も鮮明に表れるのは
その名が初出し詳細に語られるのは九章から十章にかけてであり、学問上、 28章14節だけを特記
する根拠は薄いからである。つまりこの数字には、 26i畿のとき入会した「黄金の喪明けjを通して彼が秘
儀としてのケjレブの機能、二重校合螺旋運動を承知していたことが暗示されているとみることができょ
う。そうすると、 Unicornにおける「一角獣jや「車輪Jのイメージにはすでに fケルブJを結節点とし
て、のちの「月の二十八相」ゃ「大車輪jの体系が念頭にあったといえそうである。
ただし、これだけではなぜ Unicornにおいてケルブが一角獣と等価に寵かれたうえでアイルランド複権
の象徴となるのかについては説明できない。以下、この点を解明していきたいと思うが、その前に一つ、
このことを解く示唆が詩“Vacillation"にある点を指摘しておきたい。“Vacillation"第一連は明らかに先
述した fエゼキエル書J第一章の「ケルブjが敷桁され、それが第二連ではケルト神話 fマピノギオンj
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に表れる「燃えあがる緑の木jのイメージへと移行されたうえで、第五速では Houlihan上演を巡る f責
任」として捉えられているからである。つまりここには、ケルブ、ケルト、アイルランド劇作家としての
責任が一つのイメージとして結ぼれているわけである。
2 
さて、一角獣はヨーロッパの神話的イマージ、ユの中ではお燭1染の幻想、動物とはいえ、イェイツのように
これを歴史の転換期の象機と捉えるという発想、は、神話と!日約の預言者の幻視した野獣との融合を待たな
ければならない。もっとも、へブル語聖書には一角獣の記述はなく、一角獣に相当する「レ・エムjとい
う野獣が登場し、これがギリシア諾 f七十人訳聖書jに翻訳する際、「モノケロス」と訳され、継承、定
していったという経緯がある。野獣が一角獣と訳された理由は、一角獣の形態そのものの表象ともいう
べき「一本の角Jにあると考えられる。聖書:では「一つの角Jは歴史の転換の印とされるからである。例
えば、「ダニエル書Jはアレキサンダー王のマケドニア王国の勃興を「一つの角のある牡牛jと記し、ダ
ピデ王による王留の成立は「エッサイの一つの角Jとして表現されている。一つの角が歴史の転換期を象
鍛するイメージとなったのは、進議を告げる角笛、巨大な渦巻き貝との形態の類似によるであろう。実際、
おいて角笛は新たなる持の声を告げる進箪ラッパの象鍛として多く用いられている。もっとも、聖
に限らず、一角獣のもつ一本の角が角笛を暗示することは、 umcornの語源からも確認できる o unicorn 
のcornはhornと語源を同じくするからである。
ウンベルト・エ…コは「開かれた詩学Jの中で、ジョイスにまで到る西方の中世修辞学の特質を
合わせが形市上学的発見の手段となるj点にあると指摘しているが、これが適用されるのはまさにイェイ
ツの詩学であるといえよう。そうすると、後の酉方の詩学は、 unicorn→unihorn-吋 mcone→doubleconeを
想像力の大車輪の中で一線に結ぶことで、一角獣は歴史の円錐運動の中で…つの時代の到来を闘す象故と
なったとみることもできょう。
UnIcornの一角獣は多分にユダヤ的思考を反映しているが、ここにおけるイェイツの狙いは、アイルラ
ンドのデイアスポラをユダヤのそれに平行させ、意味づけることにあると考えられる。エゼキエルもダニ
エルもデイアスポラの語源となった、 B.C.6世紀後半、パピロン捕国期のユダヤの預言者であり、その使
命は、民族離散の苦しみを神の啓示、「言葉Jとして「預かりJ、それを民のために意味づけことで、あった
からである。
ところで、エゼキエルは、政治的にみると、この期他の預言者、エレミヤ、ダニエルと同様、パビロン
親睦派に属し、彼の預言は、彼が f偽預言者・娼婦jと呼ぶ者、〈パピロンの敵対国エジプトに援軍を求
め、武装蜂起せよ〉、と唱える反パビロン派たちへのアンテイ・テーゼとしての意味合いをもつものであ
る。エゼキエルは当時三大災いと呼ばれた「抗鐘・疫病・パピロンの剣jによる離散の悲劇の原因を、反
パピロン派が支配国に求めたのに抗い、神に対するユダヤ民族の背信行為に求め、三大災いは神の激しい
怒りの印であると唱えたからである。つまり彼は離散の苦しみ、彼がいう「血の寅託Jを民族の内的名手、
自己責任に求め、その韻言表象をケjレブに求めたわけである。当然、この韻雷によりエゼ、キエルは、当時
の民衆から激しい迫害を受けたが、披の立場は、デイアスポラの原因を、「まだらの烏の住む荒地j、その
所有者ユダヤ民族の心の閣に提たエレミヤに等しいものである。留に、エレミヤの「まだらの烏jの!器輸
は、イェイツの初期の未刊の小説、 TheSpeckled Birdほか WhereThere is Nothingでも され、のちのAt
The Hawk's恥 Iの背景、荒地の井戸の淵源ともなったものである。
Unicomの舞台設定はエゼキエルを取り巻く当時のユダヤの状況に平行している。時代設定は「十八世ー
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紀初頭jと明示されており、これはエジプト援翠よろしく、パリで起こったフランス革命に散いフランス
に護軍を求め失致したウルフ・トーン率いる1798年の反乱の後、この影響を受け蜂起された1804年のロ
ノTー ト・エメットの反乱を暗示している。このことは、 Houlih仰の時代設定がトーンの反乱を示す1798
年となっていることからみても明らかであろう。
これらの反乱を暗示させるイェイツの意図は、 TheCountess C.αthle仰をも考慮すれば、二つの反乱の50
年後に起こった、アイルランドの三大災い、凱鐘・疫病・英国支配の表象、「ジャガイモ凱鐘jによるデイ
アスポラの悲劇を想起させることにあったと考えられる。アイルランドの反乱はみな根本的に三つの災い
が複合的に絡み、ジャガイモ銃鎮による離散は、それ以前に繰り返し起こったジャガイモ飢鰻を集約する
大文字の表象となるからである。もちろん、三大災いは、 Unicornの中でも「先の銑鐘JIコレラJIジョー
として暗示的に語られている。
ただし、ここで看過できない問題は、二つの演劇のテーマが共にく民族緩権のための殉教〉にあるとは
いえ、その意味を巡って著しい対立がみられる点である。一方は、パピロン=イギリスに対する武装蜂起
を肯定的にみていると解釈できるのに対し、後者は、これを完全に否定しているからである。むろん、イェ
イツは二人を中心にした起こった反乱自体を否定しているのではない。この点ではイースター蜂起の中心
人物、パトリック・ピアスと彼らの評価は全く異なる。イェイツが二人を生涯賞賛する一方、ピアスへの
は巧みに意味がずず、らされ、疑開詞で
のIJ序字詩」の言葉を{借昔りれば、一方はfぼろ帽子を取りに荒海に飛ぴ、込むJI無益な美徳j、命賭けの遊戯、
競技(アゴーン)、他方は感傷と復饗心による合目的化された反乱として医分されるといってよかろう。
この区分に従えば、なぜイェイツが“TheMan and the Echo"でく巨大な渦巻き貝=i同窟〉の中で「ある
劇」として Houlihanだけを暗示させ、イ…スター蜂起を巡る血の責任に阿賀する自己の姿を告自せねば
ならないのか、あるいは、なぜ Unicornの主人公マーティンが、一度ならずニ度に亘る幻視を経験する必
要があったのか、すなわち一度目の幻視が反乱による殉教を肯定し、二度目に自覚めた彼がそれを「潤違
いであった」と明言し、一角獣の象徴を「内なる戦い、 revolutionではなく、 revelationJと解したのか説
明できる。 Unicornで掲げられた「獅子に対峠する一角獣jは、一方の均視がイギリス国家表象 j郎子に
対するく我が溺争〉としてのアイルランド表象、他方が、「獅子に対峠するハムレット」の内的ドラマツ
ルギーの表象と解せるからである。しかし皮肉にも、当時のイェイツ劇の上演をみると、前者的殉教のモ
ティーフをもっ Houlih仰が民衆の心を魅了した一方、もう一つの殉教のあり方を説く、〈一角獣演劇シリー
ズ〉は不評に終わっている。ここにもエゼキエルの立たされた苦しい状況との平行がみられる。
もう一点、平行関係がみられるが、それはエゼキエルの韻言の特質である演劇性に関わるものである。
彼の預雷は革命派の預言者たちとの激しい闘争の中から生まれたこともあり、またへブル諾の言語を意味
する fダ、パール」がギリシア語の「ロゴスjとは異なり、身体行為そのものをも合意することもあり、
と身体行為が一体化した、 f身体預雷Jと呼ばれる特殊な意味での預言の手法を馬いて表現されている。
彼は現代の不条理演劇よろしく、民衆が集まると牛糞で、焼いたパンを食べ、慌惚のうちに多弁な幻視をみ
せたかと思えば、突如、マーティンにも似て、機痛に襲われたように身体を硬直させて寝たまま沈黙を続
けたり、イェイツが内戦の最中郷里にある搭を購入したように、パピロン占有地となっている郷里の土地
を購入し、それを解放の希望の印としたり、奇怪な演劇的パフォーマンスを繰り返す方法を用いて?宣言を
行なった。
このことは冒頭で述べた一つの問い、くなぜ詰=に先行して演劇の中でヴィジョン、預雷者の責任に自覚
めながら、以後これが創作の中で消えていったのか〉という問いに対する一つの応えともなる。つまり、
エゼキエルの身体頚蓄が暗示しているように、演劇は詩よりはるかにB主義的に民衆に訴えかける力をもっ
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ており、自己を民族の指導者、ナーピーと考えるイェイツは、まずは劇のなかで己が血の責任を果たそう
とした。しかし、彼はおそらくニーチェ体験を通し、 1902年あたりに殉教の責任に関する新しい概念に呂
覚め、それにより新しい演劇の実践を試みたものの、観客には全く理解されず、結局、彼はヴィジョンを
アイルランド的ものから普遍的ものに移すことを余儀なくされ、それに伴って黙示は劇から詩の方にシフ
トしていった、と考えられるわけである。
ジョイスは fユリシーズj第15挿話「キルケーJにおいて、アイルランドのディアスポラをユダヤのそ
れによって意味づける方法を考案した。すなわち、彼はデイアスポラのユダヤ人、キリスト教最初の殉教
者ステパノの英語名、アイルランド人スティーヴン、被の失った民族のアイデンティテ一、「とねりこの
杖Jと「緑の暢子」をユダヤ人フ守ルームに届けさせることで、平行する子と父との物語に巡り会いの機会
を与えたのである。しかしイェイツは、ジョイスに先立って Unicornにおいてすでにこの方法を発見した
おそらく最初の人であった。あるいは、ジョイスは f若き芸術家の肖像jにおいて、ステパノが殉教の際
にキリストを幻視したように、スティーヴンに悦惚のなかでエゼキコニルのケルブ、すなわち新約における
キリスト復活の在、テトラモルフを幻規させることで、アイルランド復権を暗示させたが、これもすでに
イェイツが Unicornと The King's Thresholdにおいて殉教する預雷者、詩人の幻視を通して舞台に現出さ
せたものであった。もちろん、ここにみられる fエゼキエルの奇跡の野獣」が意味するものは、イェイツ
にとって、悲劇的ものであると同時に悲劇のあとの復権、「エゼ、キエル書J37章に記されているf骨の夢J、
散らされた民族の骨が集合し一つの身体となる希望の印でもある。このようなアイルランドを巡る悲劇と
希望の両義的意味の聞で揺れ動く苦闘のなかに、一角獣が象鍛するイェイツ的西方のドラマツルギーの一
端が覗くのである。
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本論l土、 2008年9月7Bに青山学院大学で凋催された日本イェイツ協会第44回全聞大会のワークショップ(rThe UnIcomftvm 
ナピ
t1ze St，αrsを巡ってJIThe Unicornfrom t1ze Starsの中の 5エゼキエル議 詩人の沈黙と創設問のなかに発生した預言者の f支
任j-J)で発表したものを、論文認にお:き改めたものである。
I 初級には“Unicorn"は記されていないo W. B. Yeats， Tlze Secret Rose， A ¥ゐrIorlllEdition. (London: Macmillan， 1992)、参照。
2 Iエゼキエル番jのケルブの描写は以下のとおり。 fその火の中に、四つの生き物の形象があり、それらの形姿に人の形
象があった。彼らにはおのおの悶つの顔があり、凶つの繁があった。……彼らの顔の形象は人間の顔であり、 1mっとも右
には獅子の媛、凶っとも左には雄牛の媛、区!っとも後ろには鷲の顔があった。また彼らの顔と彼らの翼はそれぞれよに広
がり、一対が互いに触れ合い、もう一対が彼らの限肢を怒っていた。……その生き物たちの関に、燃えさかる炭火のよう
な形姿があった。生き物の凋をさ主き系する松明の71三姿のようであった。火には光線があり、火から穏姿が発していた。生
き物たちは、照光の%姿にも似て、走り出てはまた戻るのであった。夜、が生き物を見ると、なんと、凶つの顔の生き物の
傍らの地問に、おのおの一つの京総があった。……これらの形姿とその造りはE李総の中に葱翰があった。……また、彼ら
の頭上にある天蓋の上には、サファイアの石の形姿にも似た王様の形象があり、……JIエゼキエル議J1・6~26 
3 I四つの車輪がケルピムの傍らにあった。一つの率翰が一つのケルブの傍らに、百Ijの一つの率翰がlJljの一つのケルブの傍
らにあった。……それらの形姿はl思っとも形象で、再三輪の中に車輸があるかのようであった0 ・へそれらの車輪はわが耳
にはガルガル(ゴロゴロ)と関こえた。一つのケルブには四つの顔があり、一つの顔はケルブの顔、二つ自の!演は人間の
顔、三つ13!ま獅子の顔、四つ目は鷲の践であった。Jrヱゼキエル香J10: 9 ~ 13 
4 ~当時の「賞金の夜明けJ の第三階伎の名は、姿ジョージのための蔵書票の名ともなった「モノケロス・デ・アストリスJ 、
すなわち UnIcomfromthe St.αrsである。
5 イスラエル・リガjレディ若 江口之陵訳?黄金の夜明け:燦術会議i第三巻(図書刊行会、 1993:fJ三)、 87交には以下の記
述がある。 rいわば在大な寧翰が回転しているようなものである。〈ケルブのかたわらに地の上に翰があった〉と翠舎にも
記されている。原初動の天球の名前ラシス・ハ・ギルガリムは渦選手き運動ないしは回転の間始点を窓i派する。神秘なる局
行におけるこの翰に関していえば、上昇聞はイシスの校の下から始まる。しかし、逆筒行ではこれが‘逆になる。J
6 “These palpable forms would have been classed by Blake as a portion of th巴‘Cov巴lingCherub' or mask of created form in which th巴
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uncreated spirit makes itself visible. The term is taken from EzekieI XXV ii 14…・ He(BI泳e)prais巴sor denounces this Covering 
Cherub according to whether he considers it as a means whereby things， too far above世sto be seen as they are， can be made visible in 
symbol and representative form， or as a satanic hindrance keeping our eager wills away from the freedom and truth of the Divine world. 
It has both aspects for every man.." W. B. Yeats and E. J. Ellis， The Work of William Blake， Poetic， Symbolic仰 dCritical， Three Vols， 
pp.289同90
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